
22億232万円
地方交付税

(56.7%)

3億4,904万円
町税

(9.0%)

3億1,864万円

町債

(8.2%)

3億125万円
道支出金

(7.8%)

1億5,959万円
繰入金

(4.1%)
1億1,748万円

交付金・負担金
(3.0%)

1億1,584万円
使用料・手数料

(3.0%)

1億1,060万円
国庫支出金

(2.9%)

1億1,056万円地方譲与税

9,691万円
その他町収入

(2.5%)

(2.8%)

歳 入

38億8,223万円

10億1,782万円
公債費

5億6,956万円
総務費

(14.8%)
4億2,462万円
衛生費

(11.0%)

4億1,305万円
民生費

(10.7%)

3億9,198万円
農林水産業費

(10.2%)

3億84万円

教育費

(7.8%)

2億9,891万円土木費
(7.8%)

2億1,807万円
消防費

(5.7%)

1億4,308万円
商工費

(3.7%)

808万円災害復旧費 (0.2%)

6,268万円その他 (1.6%)

歳 出

38億4,869万円

(26.5%)

259千円
公債費

145千円
総務費

108千円
衛生費

105千円
民生費

100千円

農林水産業費

77千円
教育費

76千円
土木費

56千円
消防費 36千円商工費

2千円
災害復旧費

16千円
その他

平成１９年１２月 苫前町長 森 利 男

町では、年２回まちの財政事情を公表しています。今回は、平成１８年度決算についてお知らせいたします。

平成１８年度一般会計の決算状況は、歳入総額 ３８億８，２２３万円、歳出総額 ３８億４，８６９万円、差

引3,354万円のうち翌年度への繰越財源2,444万円を控除した結果、910万円の剰余金が発生しましたが、実質的に

は不足財源分として1億4,854万円を基金より繰り入れました。

歳入においては、大半を占める地方交付税が1億227万円減少したのに加え、町債が5億4,125万円の減、国庫支

出金が2億9,133万円の減となり、総額で前年度決算よりも9億5,204万円の減額となりました。

また、歳出では公債費（借金の返済）が前年度より2,108万円減少し、総額では9億8,217万円の減額となってい

ます。歳入・歳出が減額となった主な要因としては、苫前中学校建設事業（平成１６～１７年度）及び過去に実

施した国営かんがい排水事業に対する負担金の繰上げ償還の減などが挙げられます。

◆町民一人に使われたお金は？
◆わが町の貯金は？

◆わが町の借金は？ ◆わが町の財産は？
※公営企業債については、利息を含む。

種 別 金 額
町 債（元金） 73億1,348万円
〃 （利息） 8億3,507万円

債務負担行為額 8億 480万円
簡 易 水 道 債 14億6,103万円
下 水 道 債 17億1,702万円
風 力 発 電 債 1億9,549万円

合 計 123億2,689万円

◆財政指標

基 金 の 種 類 残 額
万円

財政調整基金 5億2,548

減債基金 3億8,428

羽幌線代替輸送確保基金 2億8,763

文化振興基金 0,380

公共施設等整備基金 2億2,997

まちおこし基金 1億2,203

地域福祉基金 1億3,798

土地開発基金（現金） 3,787

産業振興基金（貸付金含む） 5,1億580

特別会計の基金 1億9,809

合 計 20億3,293

建 物 69,955㎡

土 地 1,461万㎡

出資金 1億3,362万円

貸付金 105万円

物品等 9,177万円以上

区 分 比率 説 明

財 政 力 指 数 0.169 財政基盤の強弱を示し、標準的な行政活動に必要な財源をどれくらい調達できるか表しています。

経 常 収 支 比 率 96.1% 人件費等の経常経費に、町税、地方交付税等の経常的な収入が充てられている割合を示します。

実 質 収 支 比 率 0.36% 標準財政規模（一般財源の標準的な規模を示す数値）に対する実質収支の割合を示します。

起 債 制 限 比 率 17.0% 標準的な財政規模に対する借金返済の占める割合です。

実質公債費比率 25.5% 標準的な財政規模に対する実質的な借金返済（公営企業の借金返済等を含む）の占める割合です。

※実質公債費比率が国の定めた基準である２５％を超えたため、平成１９年度の起債借り入れについては、一般単独事業債の一

部について借入許可を受けることができない状況となりました。


